
 

末崎町の石碑・祠・神社（１）
1 はじめに
佐々木聖雄氏から引継ぎ、私、新沼紀三がこの欄を担当するこ

とになりました。よろしくお願いいたします。
さて、何から始めようかと迷ったところですが、末崎の昔を語

る会の活動で、末崎町の石碑や神社を調べて、石碑の一つひとつ
に、当時の人々の篤い思いが込められていることがわかりました。
現在のように気象学や医学が発達していなかった昔は、自然災

害や病気等から逃れる方法は少なく、神仏に縋(すが)り、心のや
すらぎとしました。そのなごりや証として石碑や神社がたくさん
残されております。
次回からは、末崎町に現存する、それぞれの石碑に込められた

当時の人々の思いを探っていきたいと思います。
ところで、末崎町で石碑、神社、史跡、及び文化財等がいくら

位あるか想像できますか。私が確認できたのは、神様系 195、仏
様系 157、記念碑・顕彰碑等 60、合計 412ありました。
この数字は実在数の 97・8 ％位にはなっているものと思ってお

ります。(未発見のものもあると思います。また、今回の大津波
により、流失したものもあります。)
ここまで調べることが出来たのも、今は故人の山田原三氏(大

船渡町)のおかげであります。
山田原三氏は旧気仙郡内の石碑・神社を悉皆調査した方です。

氏が調査した数は神社・祠等が 2,679、石碑等が 3,446、合わせて
6,125 にもなります。氏とは、大船渡古文書の会で指導を受ける
とともに、史跡、旧跡等の案内、説明を受け、亡くなる直前には
自分が数十年かけて作成した資料のコピーをいただきました。ま
た、末崎の昔を語る会にも講師として 3 回ほどお願いしておりま
す。
私が、末崎の昔を語る会で現地説明のため、作成した資料の半

分位は、氏の資料があったことにより作成できたものであります。
山田原三氏の功績を讃えるとともに、感謝をしながら連載を始

めさせていただきます。
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